
○

吾
人
百
姓

の
感
情

に
も
觸

れ
得

る
樣

に
、
色

や
形

を
描

立

て
て

も
ら

ひ

た

い
。
こ

れ

が
畫

家

君

に
對

す
る
、
吾
人

の
希
望

の
全
部

で
あ

る
。

○
私
等
は
人
を
招

く
樣

な
時

に
は
。
部
屋

は
よ
く
か
た

づ
け

て
、
塵

一
本

で
も
落

さ
ぬ
樣

に
す
る

。
床

の
上
に

い
ろ
ん
な

も

の
を
積
立

て
た

り

、
柱

に
古
着

を
ぶ
ら
さ
げ

た
り

す
る
樣

な
事
は
、
失

禮
だ
と
か

ね
が
ね

思

つ
て

居

る
。
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一
寸
失

禮
だ
が
、

S
君

の
繪

は
が

き
主
義

と
く
ら

べ
て
見

た
。

吾
人

の
主

義
は
、
果
然
無
装

飾

の
装

飾

と
で

も
、

い
ふ
樣

な
も

の
で

あ

つ

た
。

S
君
、
幸

に
味

ひ
給

ひ
得

ば
幸
甚
。

○
庭

に
自
然

に
生

へ
る
艸
な
ら
生

し
て
置

け
。
自
然

に
落

ち

る
木

の
葉

は
、

掃

き
捨

て
ず

に
と
。
是

が
自
然
主
義

と

い
ふ
肩
書

の
付
く

S
君

の
言
。
秋

の
末
、
山
寺

の
垣
根

の
下

に
、
木

の
葉

が

一
面
に
散

り
敷

い
て
居

る
所
な
ど

は
、

い
か
に
も
寂

み
が
あ

つ
て
、
S
君
た

ま
ら

な

い
程

よ

い
相
だ

。
あ
れ

だ
か

ら
、
清

水

の
立

派
な
燒

を
、
尋
常

一
年

の
子
供

の
、

粘
土
細

工
と
取

り

か

へ
て
、
得

意

が
ら
れ

る

の
だ
。

無

装
飾

の
装
飾

主
義
者

た
る
吾

人
は
、
飽

く
迄
掃

き
す

て
ゝ

、

ぬ
き
す

て

て
、
清

め

に
清

め
上
げ

よ
と

い
ふ
の
で
あ

る
。

○
變

化

の
大

切
な
事
ば

か
り

を
、

口
を
極

め
て
主
張

し
給

ふ
。
成

る
程
大

切
は
大
切
。
然

し
吾

人
は
變

化

の
み
が
、
唯

一
の
美

の
要
素

と
は
、
決

し

て
思

ふ
て
は
居
ら

ぬ
。
人

の
變

化
を
云

ふ
時

に
、
吾

人
は
反
抗
的

に
、
嚴

正
を

か

つ
ぎ

上
げ
た
く

思

ふ
。
借
問
す

、
行

儀

よ

い
の
と
、
じ

だ
ら
く

な

の

と
、

ど
ち
ら
が

よ

い
。
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徳

島
　
成

節

生

コ
バ
ル
ト

と

ロ
ー

ズ

と
を
流
し

た

や
う
な
、
う

ら
ら
か
な
彌
生

の

一
日
、

ス
ケ
ツ
チ
箱

や
三
脚
を
友

と
し

て
、
徳

島
公
園

ヘ
出
か
け
た

。

こ

こ
舊

藩

主
蜂

須
賀
侯

の
城
趾
で

、
四
時

の
眺
め

悪

し
く

は
な

い
、

道

程
三
里
、麥
綠

、
菜

花

を
以

て
織

り
な
せ

る
錦

の
上
を
歩
ん
で
行

っ
た
。

公

園
は
到
る
處

春

の
光

が
行

き

わ
た

つ
て
、
芝

生

は

一
面

の

エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ

ー

ン
に
、
櫻
花

は

ロ
ー
ズ

マ
ダ

ー

に
、
松

と

い
は
ず
、
杉
と

い
は
ず

、

柳

も
、
樫

も
、
皆

冬

の
衣

を
ぬ
ぎ

す

て
て
、
春

衣
を
飾

つ
て
居

る
、
ベ

ン

チ

に
も

、
木
蔭

に
も
、
高

き
所

も
、
低
き
所
も
、

わ

か
き

あ
り
、
老
た

る

あ
り
、

男
あ
れ
ば
、

女
あ

り
、
瓢

さ
げ
た

る
あ

れ
ば
、
握
飯

結
び
た
る

あ

り
、
と

い
ふ
樣

、
千
態

万
樣

と
は

、

こ
ゝ

で
は

生
き
た
形
容

語
、
私
は
鐵

面
皮

に

も
、

ス
ケ

ツ
チ

箱
を
開

い
た
、
遠

景

に
眉
山

、
中
景

に
松
林

、
近

景

に
は
爛
★
た

る
櫻
樹
、
（
月

並
で

は
あ
る
け
れ

ど
も
）
寫

し
は
じ
め
た
。

物

珍
ら
か

な
の
で
、
人

の
山

が
周
圍

に
で
き
た
、
日

か
ら
生

れ
た
見
物
人
、

あ

れ

が
眉
山
、

そ
れ

が
あ

の
松

林
、
今

の
が
櫻
な
ど
ゝ

う
る
さ
く

つ
て
し

か
た

が
な

い
、

そ
れ
で

も
八

ッ
切
、

十
六

切
、

二
枚

は
物

に
な

つ
た

、
終

る
と
氣

が
清

清

し
た
。
す
ぐ
中
央

な
る
城

山

ヘ
上

つ
て
四
方

を
打

眺
め
た

、

足
下

は
人

口
六
萬

の
徳

島
市
街

、
近
く

は
銀
針

の
如

き
吉

野
川
、
紀
淡

の

海

を
隔

て
て
、

東

北
遙
か
な

る
は
紀
攝

の
連

山
で
、
煙

の
樣

に
淡

く
霞

に

包
ま

れ
て
居
る
。

私
は
か
ゝ

る
境

ヘ
來

る

と
、

い

つ
も
自
然

の
偉

大
崇

高

と

い
ふ
感

に
う
た

れ

る

の
で
あ

る
、
西

の
空

が
オ

レ
ン
ヂ

に
輝

い
た
時

分

歸
途

に
つ

い
た
。


